
コロナ禍で行う
地域づくりへの参画

コロナ禍であり活動が狭小化している中で、失語症＊
のある方やそのご家族が地域で安心して暮らし続け
ることができるように、当院では“筍の会”のサポートを
継続、地域づくりに参画しています。

会員は25名。『筍の会サポートメンバー』
と共に、地域に暮らす失語症者自らが生
きがいを作ること、失語症の理解者を増
やすことで、暮らしやすい地域社会の実
現を目指している。現在は感染症対策と
してパソコン等を使用してリモートで定
例会を実施している。

筍の会　オンラインの様子

2006年から「気兼ねなく話せる仲間と場の提
供」、「暮らしや会話の工夫について情報交換で
きる場の提供」、「社会参加としての社会貢献の
実践」を目的に活動している。定例会、バス旅行
などを実施してきた。

　新型コロナウィルス感染症を予防するため、新しい生活様式が必要となりました。2年前までは当たり前だっ

た活動が行えなくなり、人とのつながりが希薄化しているように思います。一方で今回の取材を通して、筍の会

の活動は感染症対策ができて、限りなく以前のような活動に近い“新しい持続可能なカタチ”に進化しているよ

うに感じました。今後の地域づくりの在り方を考えるヒントをいただきました。

Scoop 

　　　　　　脳梗塞・脳出血などや交通事故・

転倒による脳外傷によって、大脳の言葉をつか

さどる部分が損傷されたために起こるコミュニ

ケーションの障害。

＊失語症

当時の写真や資料などをビデオカメラを
通して共有できるのもオンラインならでは。

取材：2021年12月11日

筍の会はみな笑顔で穏やかで楽しい雰囲気でした。ある方は写真や雑誌をみ
せながら、ある方はゆっくりと話すように工夫し、ある方はご家族に協力をし
てもらい、それぞれの想いを熱心に楽しそうに語っていました。

取材を終えて

SDGs 11番目の目標
“住み続けられる
まちづくりを”

第5回 筍の会

2年ぶりに息子に
会って酒を飲んだ。
嬉しかった！

「筍の会」 
在宅で生活する失語症の
ある方やそのご家族の集い

もっと話せるように
なりたい！

青森県に旅行に
行きたい！

来年はみんなが
幸せな年になると

いいな。

気候が良くなったら、
またみんなで集まれないか？
外だったらいいのでは？

メンバー近況
報告の様子

プログラム
開会

会長挨拶

メンバー近況報告

芸術作品展の紹介

クリスマスイベント
(クイズ大会)
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筍の会 バスハイクの様子
2019年に実施
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〒803-0861福岡県北九州市小倉北区篠崎1丁目5-1

小倉リハビリテーション病院／介護老人保健施設 伸寿苑／共和会地域リハビリテーションセンター

（代表）TEL.093-581-0668
http://www.kyouwakai.net

FAX.093-581-3319（共通）
共和会 検索
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寒くなり、今年もインフルエンザが猛威を振るう可能性があります。新型コロナウィルス感染症だ

けではなく、インフルエンザにも注意が必要です。日本ワクチン学会では、今シーズン

(2021-2022)のインフルエンザワクチン接種を強く推奨しています。自分自身や大切な人を守る

ため、インフルエンザワクチン接種をぜひご検討ください。詳しくは、かかりつけ医へご相談、又は

北九州市のホームページをご覧ください。

“持続可能な”
地域づくりへの参画
2015年に国連加盟国は、2030年までに経済、社会、環境を持続
可能にするための17の目標を掲げています。この持続可能な開
発目標(SDGs)達成に向け、たくさんの国や団体、組織がさまざ
まな活動を行っています。また、新型コロナウィルス感染症が世界
中に蔓延し、人々の命や心と身体の健康について持続可能性を
高めていくことも喫緊の課題となることでしょう。今回の特集で
は、地域に根差して50年、共和会が実施している“持続可能な”地
域づくり活動についてのご紹介です。

インフルエンザに
ご注意ください。

共和会
ＮＥＷＳ
共和会
ＮＥＷＳ

特に接種が推奨される方 

医療従事者 
エッセンシャルワーカー

インフルエンザの合併症リスクが高い方

＊一般的には生後6か月以上のすべての人が対象となります。

ワクチンは
期間を
あけて！

原則として、新型コロナワクチンとそれ以外のワクチンは、
同時接種ができません。
新型コロナワクチンとその他のワクチンは、互いに、片方の
ワクチンを受けてから2週間後に接種できます。

高齢者インフルエンザ予防接種についての
北九州市へのお問い合わせ先

門司区役所健康相談コーナー

小倉北区役所健康相談コーナー

小倉南区役所健康相談コーナー

若松区役所健康相談コーナー

八幡東区役所健康相談コーナー

八幡西区役所健康相談コーナー

戸畑区役所健康相談コーナー

保健福祉局感染症医療政策課

093-331-1888

093-582-3440

093-951-4125

093-761-5327

093-671-6881

093-642-1444

093-871-2331

093-582-2090
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●病院や介護施設、薬局などのスタッフ
●重要インフラの業務従事者 

●生後6か月以上5歳未満の乳幼児
●神経疾患のある子ども
●妊娠中の方
●65歳以上の高齢者
●その他特定の基礎疾患を持つ方 


